
　　　　

令和6 年 10 月 7 日

10 時 00 分から 18 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービスGO 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念
・基本的生活習慣を身に付け社会性を育みます。
・一人一人の個性を理解して尊重します。
・ご家庭との連携を大切に子どもの成長を見守ります。

支援方針
・地域に信頼される施設を目指して一人一人の人格を尊重し、公平で暖かく導きながら、自主性を追及する。
・e-スポーツ、農業体験。運動、工作、音楽などのイベントを通じて自分で考えて行動できる。児童の持っている可能性を拡げる。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

・健康状態の維持・改善・把握（児童の心身の状態を細やかに確認し、平常とは異なった状態を速やかに見つけ出し必要な対応をする）
・生活習慣・リズムの形成（基本的な生活習慣を形成し、健康状態の維持・改善に必要な生活リズムを身につける。衣服の調節、環境整備、病気の予防や安全への配慮）
・基本的スキルの獲得（生活に必要な基本的技能を獲得できるよう児童の状態に応じて適切な時期に適切な支援をする）
★様々な遊びを通して学びが促進されるよう環境を整える。また障害の特性に配慮し、時間や空間を本人にわかりやすく構造化する。

・姿勢と運動・動作の基本的技能の向上（日常生活に必要な動作の基本となる姿勢と保持・粗大運動・体幹・筋力の維持・強化を図る）
・センサリープレイで五感を刺激（微細運動スキルの向上・脳の成長・非認知能力の向上）（土や水に触れたり、日光をあびる・農業体験）
・感覚特性への対応（過敏、鈍麻を踏まえ、感覚の偏りに対する遊びや活動、環境調整を行う）

・認知の特性について理解と対応（一人一人の認知の特性を理解してそれを踏まえ、自分に入ってくる情報を適切に処理できるようにする。）
・指示理解と行動（具体的な指示、視覚的な補助、復唱、聴写）
・こだわりへの対応（こだわり＝生きづらさをポジティブな方向に転換して自己理解を深めバランスを保てるようにする）

・コミュニケーションをの基礎的能力の向上（障害の種類や程度、興味関心に応じて言葉だけでなく、表情や身振りなどで意思のやりとりが行えるようにする・コミュニケーションに必
要な、基礎的な能力を身につける）
・人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得（他者視点の獲得、伝達が円滑にできる）
・集団の中での語彙力向上（学習や活動を通して鍛える）

・アタッチメント（愛着）の形成と安定（「安心の基地」の役割を果たす支援）
・人との関係性を築く（遊びを通じた社会性の促進、一人遊びから協同遊びへの支援、集団活動を通じて仲間づくり）
・地域でのマナー習慣（地域交流の活動、児童が主体的に参画できる活動）

主な行事等
・外出活動、クッキング、ミニ運動会（長期休暇）・お誕生日会・農業体験・e-スポーツ（週1講師とオンライン授業）
・お花見、ハロウィン、クリスマス
・避難訓練（年２回）

家族支援

・児童に関する情報の提供と定期的な支援調整
・児童を支援する輪を広げるための橋渡し
・関係者、関係機関の連携による支援関係の構築
・家族支援プログラム（個別の面談等）

移行支援
・具体的な移行先との調整
・移行先との援助方針や支援内容等の共有、支援方法の伝達
・相談支援等による移行先への支援

地域支援・地域連携
・医療機関、保健所、児童相談所等の専門機関との連携
・地域支援の体制の構築のための会議への出席
・個別ケース検討のための会議への出席

職員の質の向上
・新人職員研修・スキルアップ研修・法廷研修・防災研修
・虐待、身体拘束研修・BCP研修　訓練・感染症研修　訓練


	支援プログラム参考様式 （辻）

